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6. LaF3中のPr3十及びNd3' における

フォ トンエコーのフォノンによる緩和

河 本 敏 郎

La-F3結晶中に ドープした Pr3+及びNd3十 においてバックワー ド･フォトンエコーを行い,

エコーのフォノンによる緩和過程を調べた｡バックワー ド･フォトンエコーでは光シャッター

を用いなくてもェコ-を観測できるが,さらにカー ･シャッターの併用によって光検出器の限
0

界に近い微弱なェコ-をも検出できるo観測した遷移は Pr3+の 3E4- 3po(4778A),3H4-
o o o

lD2(5925A)INd3+の 4I9/2-4G7/2(5221A)I 4I9/2-4G5/2(5778A)の4つの遷移であ

り･Nd3+の2つの遷移のエコーはこの研究においてはじめて観測されたものである｡励起光

には窒素 レーザー励起色素 レーザー (5-7kW,2nsec,0.2cI√1)を用いた｡
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エコーのフォノンによる緩和は Pr3+においては directprocess(1P 2の-A [eA/kT-

1]-1･Aは近 くの準位 とのエネルギ一差 )のみが関与 していると考えられる0 3H4-3po遷

移では 3E4のA- 57cm-1とA- 76cm-1, 3H4-1D2遷移では 1D2のA- 23cm-1のフォノン

がェコ-の輝衰に効いている.実験結果からそれぞれのAに対応する係数Aを求めた｡結果は

A23- 3･6×109sec-1,A57- 7･8×1010sec-1･A76- 3･2×1012sec-1である｡図 1,

図 2にPr3十 の2つの遷移に対する結果 を示す｡実線は求めた係数を用いてかいた理論曲線で

あり,実験結果 とよく一致 している｡

Nd3+では Kramersdoubletがあるため Orbachprocessが関与 し,2nd.パルスと

3rd.パルス間の減衰も考える必要がある｡

♂

A

I
!
S

U

JI
u!
o

LiU
む

7
9

I(
二

r･
U
J
･,th!
O
LI
3
3

dJ

10

､ -≒ 二 千

I--LC 二三号

==(-

㌔
1l l

3 J. 5 5 7 8 つ lO 'JI

T('h)

図 1

-86-

16′ _1十 -㌧ ｣十 ⊥-｣
3 4 L I) 'J H I) 10 ll

T(-1'.)

図 2


